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はサポートシートに記入する項目です。記入手順は『京都散策乗物ガイド』P.6～7参照

＊見学地・体験・昼食場所の営業時間や休業日なども調べておきましょう

行きたいところをマークして回る順番を考えます。まず、出発地
と帰着場所を確認してから、順番を決めましょう。

めやすは1日研修なら5～6ヵ所。半日研修なら3～4ヵ所。
見学（体験）のポイントも書き込み、研修テーマをつけましょう。
参考：『京都散策乗物ガイド』P101～108、各社寺・施設HP

会計・撮影・地図確認・タイムキーパー・記録など役割を決め
ておきましょう。

用件を的確に伝えるために必要なことをメモしてから電話をか
けましょう。

事前に調べたポイントを確認しながらコースを回りましょう。また、新しく発見したことや気づ
いたこと、教えてもらったことなどを「当日発見したこと」欄に書き加えていきましょう。

気がついたことや学んだことを話し合ってまとめましょう。撮影した写真やスケッチ、イラスト
などを入れると分かりやすくなります。

見学（体験）時間、次の目的地までの移動には何に乗るのか、何
分かかるかなどについて調べて書き込みましょう。
参照：『京都散策乗物ガイド』P8・13～15、P20～
97、P101～108、P113～190など
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参考：『京都散策乗物ガイド』P101～108など

メンバーで相談して、行き先を決めましょう

「書き込みマップ」で見学（体験）順を決め
ましょう

京都について調べ、各自で行きたいところ（見学・
体験・昼食）をカードに書き出してみましょう

見学地・体験施設では「学習ノート」を開き、ポイントをチェックしましょう

班ごとに、目的やテーマにそった研修レポートを作りましょう

「学習ノート」に見学・体験ポイントを書き込みましょう

必要に応じて体験施設や昼食場所に予約を
しましょう

手順に従ってシートに書き込んで行動計画を作りましょう。見学・体験ポイントもしっかり調べて充実した班別研修に！

参考：『京都散策乗物ガイド』P11・12、P112など
モデルコース：P98～100

下調べをして、班のメンバーでコースをつくりましょう。

見学地・体験施設を回り、知識や理解を深めましょう。

現地で感じたことや分かったことを形にして残しましょう。

班別研修当日

班別研修サポートシート班別研修サポートシート班別研修サポートシート

事後学習

『京都散策乗物ガイド』の指定ページを照合しながらロイロノート・スクールを使って、タブレ
ットに直接記入できます。
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事前学習で調べた見学（体験）のポイントを記入します。見どころなどが分かっていると、理解や感動が深くなります。

研修テーマ

体験（昼食）の予約 「○○○(施設名・店名）さんですか？」
「体験（ランチ）の予約をお願いします」
「○月○日○曜日○時から○名で○○体験（ランチ：できれ
ばメニューも伝える）がしたいのですが、できますか？」
名前を聞かれたら「○○○学校○年○組○班です」と
はっきり伝える。
連絡先を聞かれたら、学校や班長の携帯電話番号を伝える。
「では、よろしくお願いします」と言って電話をきる。
予約した日をひかえておく。

※予定していた時間に予約が取れないときがあります。その場合は

「何時なら空いていますか」と聞いて、「班で相談して、予約する場合

は、また電話します」と言って電話を切ります。計画表を見直して時

間変更するか、他の体験施設（昼食場所）に変更するなど班員で相談

しましょう。メモを書き直して再度、電話をかけましょう。

電話のかけ方

体験施設（店）名

（メモをしてから電話をかけましょう）メ　モ

施設（店）電話番号　　　　　　̶　　　　　　̶

̶　　　　　　　　 ̶

体験（メニュー）名

日　　　　　　時　　　月　　　日　　　曜日　　  時から

人　　　　　　数　　　　　　　　人

学校名、学年など　　　　　　　　　　  年　　組　　班

連絡先（学校の電話番号または班長の携帯電話番号）

予 約 し た 日　　　　　　月　　　　　　日

行先（見学地・体験施設）

※拝観料は会計係が班員の分をあらかじめ集めて、まとめて払うと効率的です。会計係は、
集めた班員のお金を入れる財布（チャック袋）を用意して、責任を持って管理しましょう

班長

会計
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マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

班員（班長に○をしましょう）

実施日

月　　日（　）

年

目的地のマップ番号を書き込む　参照P16-17

目的地までの移動方法を記入　参考P2-3　参照P18-192

出発地と時刻、帰着場所と時刻、行先を順番に記入する

乗り換えをする場合は下記に記入しましょう。

交通費を書き込む　参考P8・13・14

目的地の定休日・所要時間・料金を記入　参考P101-108

下車時刻（乗車時刻＋乗車分）、目的地到着時刻（下車時刻＋目的地ま
での徒歩時間）、出発時刻（目的地到着時刻＋所要時間）を記入する

お得なチケットの購入についてチェックし、費用を合計する

お得なチケットを購入

乗物
（系統・行先）

乗車場所

下車場所

乗物
（系統・行先）
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下車場所
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（系統・行先）

乗車場所
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乗物
（系統・行先）

乗車場所

下車場所

事前にきちんと計画しておくと、スムーズに班別研修が進められます。ゆとりをもった行動計画を立てましょう。

乗物
（系統・行先）

乗車場所

下車場所

乗物
（系統・行先）

乗車場所

下車場所

所要時間

帰着時刻

※行動計画表が足りないときはコピーしてください

所要時間

所要時間

所要時間

乗物
（系統・行先）

乗車場所

下車場所

乗物
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帰着場所まで 拝観料・体験代
運賃
昼食（飲食）代
おみやげ代

マップ番号

マップ番号

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

マップ番号 定休

曜日

帰着場所

行動計画表の書き方 『京都散策乗物ガイド』を参考・参照して記入しましょう

●京都修学旅行1dayチケット通常版
 800円 □
●京都修学旅行1dayチケット京阪電車拡大版
 1100円 □

お得なチケットを購入
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事後学習

『京都散策乗物ガイド』の指定ページを照合しながらロイロノート・スクールを使って、タブレ
ットに直接記入できます。

ま
ず
、出
発
地
と
帰
着
場
所
を
記
入
し
て
か
ら
、見
学
・
体
験
施
設
を
マ
ー
ク
し
て
、順
番
を
考
え
ま
し
ょ
う
。京
都
の
ど
の
あ
た
り
に
行
く
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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1


